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(57)【要約】
【課題】ベルマウス吸込口への気流の流れを円滑にする
ことにより、ファンの性能を向上するとともに、ファン
騒音の低減を実現した遠心ファンを提供すること、及び
これを用いた空気調和機を提供すること。
【解決手段】本発明に係る遠心ファン５は、ロータ５１
の中心部に形成されたファン吸込口５３に対し、ベルマ
ウス吸込口６１を経由して吸入される空気を案内するベ
ルマウス６を備えている。そして、このベルマウス６に
は、吸入空気をベルマウス吸込口６１に案内する気流ガ
イド部６２が、吸入側の表面に形成されている。気流ガ
イド部６２は、例えば、ベルマウス６の表面に径方向外
周側からベルマウス吸込口６１に向かうとともに、遠心
ファン５の回転方向に傾斜するように形成されたリブに
より構成される。このような遠心ファン５は、奥行き方
向の寸法が小さい吸入チャンバ７を経由して室内空気を
吸入する薄型空気調和機に好適である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロータの中心部に形成されたファン吸込口に対し、ベルマウス吸込口を経由して吸入さ
れる空気を案内するベルマウスを備えた遠心ファンであって、
　前記ベルマウスには、吸入空気をベルマウス吸込口に案内する気流ガイド部が、吸入側
の表面に形成されていることを特徴とする遠心ファン。
【請求項２】
　ロータの中心部に形成されたファン吸込口に対し、ベルマウス吸込口を経由して吸入チ
ャンバの空気を案内するベルマウスを備えた遠心ファンであって、
　前記ベルマウスには、吸入チャンバ内を流れる空気をベルマウス吸込口に案内する気流
ガイド部が、吸入チャンバ側の表面に形成されていることを特徴とする遠心ファン。
【請求項３】
　前記気流ガイド部は、ベルマウスの吸入側の表面に形成された複数のリブ又は溝からな
り、これらリブ又は溝は、径方向外周側からベルマウス吸込口に向かうとともに、遠心フ
ァンの回転方向に傾斜するように形成されていることを特徴とする請求項１又は２記載の
遠心ファン。
【請求項４】
　前記気流ガイド部は、ベルマウス吸込口を形成する口金部の略先端まで形成されている
ことを特徴とする請求項３記載の遠心ファン。
【請求項５】
　前記複数のリブ又は溝は不等ピッチで形成されていることを特徴とする請求項３又は４
記載の遠心ファン。
【請求項６】
　前記複数のリブ又は溝は、ベルマウスの表面上において円弧翼状に形成されていること
を特徴とする請求項３～５の何れか１項に記載の遠心ファン。
【請求項７】
　請求項１～６の何れか１項に記載の遠心ファンを用いたことを特徴とする空気調和機。
【請求項８】
　請求項７記載の空気調和機であって、室内吸込口及び室内吹出口が開口されていないフ
ラットなフロントパネルを有するととともに、このフラットなフロントパネルの背面側に
吸入チャンバが形成され、さらに、この吸入チャンバにベルマウス吸込口が開口されるよ
うに形成されていることを特徴とする空気調和機。
【請求項９】
　前記吸入チャンバは、前記フロントパネルの背面側に一定間隔を置いて配置された遠心
ファンの吸込側と吹出側とを仕切る仕切板との間に形成された、フロントパネルの背面略
全域にわたって形成された奥行き方向の寸法が小さい扁平状のものであって、室内吸込口
はこの吸入チャンバの上下に形成されていることを特徴とする請求項８記載の空気調和機
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遠心ファンに関し、特に、ベルマウスの表面部を改良した遠心ファン及びこ
れを用いた空気調和機に関する。ここで空気調和機とは、室内空気の温度、湿度及び清浄
度の少なくとも何れか一つを調整するための空気調整用機器を備えた装置、すなわち広い
意味での空気調和機を意味する。また、清浄度とは、空気中に含まれる塵埃、浮遊汚染粒
子、ガス状汚染物質、臭気成分などの含有度合いを意味する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、空気調和機の形状に関しては一般的に奥行き寸法を小さくした薄型志向が強くな
っている。このような要望に応えて空気調和機を薄型化していくと、機器配置スペースに
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余裕がなくなる。このため、狭い吸込み流路を気流が流れることになる。
【０００３】
　図８は、遠心ファンを用いた従来の薄型を追求した床置型空気調和機の一例であって、
特許文献１に記載されているものである。なお、図８において実線矢印は吸込み気流及び
吹出気流の流れ方向を示す。この空気調和機は、本体筐体１０１内に、正面から見て中央
部に遠心ファン１０２を配置し、その径方向外側の左右に熱交換器１０３が配置されてい
る。そして、本体筐体１０１の背面側に奥行き方向の小さい吸入チャンバ１０４を形成し
、背面側の上下左右の室内吸込口１０５から室内空気を吸い込んでいる。遠心ファン１０
２に吸い込まれた室内空気は、昇圧されて径方向外側から吹き出される。そして、遠心フ
ァン１０２から吹き出された空気は、熱交換器１０３を通過することにより温度調節され
て、左右の前面コーナ部に設けられた室内吹出口１０６から室内に吹き出すように構成さ
れている。また、この空気調和機に用いられている遠心ファン１０２は、ファン吸込口１
０７が背面側の吸入チャンバに向けて配置されており、ベルマウス１０８は、一表面が吸
入チャンバ１０４に接するように配置されている。
【特許文献１】特開２００６－３３６９１０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような空気調和機においては、吸入チャンバ１０４の奥行き方向の寸法は薄型を追
求する関係上大きな寸法を取ることができない。このため、吸入チャンバ１０４内は、奥
行き方向に狭い吸込み通路を形成している。また、下方には室内吸込口がない。このため
、遠心ファン１０２は、下方からの吸い込み気流が弱く、ベルマウス吸込口１０８ａでは
均一な吸い込みが難しい状態となっている。このようにベルマウス吸込口１０８ａで全周
方向から均一な吸い込みができない場合には、吸込気流に対し適切な予旋回が与えられな
い。このため、遠心ファン１０２のブレード前縁で乱れが大きくなる傾向があった。また
、この乱れはファン騒音の悪化の要因となるおそれがあった。上記従来例は、単に一例を
示したに過ぎないが、一般に、遠心ファンのベルマウス吸込口に均一な吸込み気流が形成
されないことが多い。このような場合においては、上記のような問題が存在する。
【０００５】
　本発明は、このような事情に鑑み成されたものであって、ベルマウス吸込口への気流の
流れを円滑にすることにより、ファンの性能を向上するとともに、ファン騒音の低減を実
現した遠心ファンを提供することを目的とする。また、このような遠心ファンを用いた低
騒音の空気調和機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決する本発明に係る遠心ファンは、ロータの中心部に形成されたファン吸
込口に対し、ベルマウス吸込口を経由して吸入される空気を案内するベルマウスを備えた
遠心ファンであって、前記ベルマウスには、吸入空気をベルマウス吸込口に案内する気流
ガイド部が、吸入側の表面に形成されていることを特徴とする。このように構成すると、
ベルマウスの表面近傍を流れる吸込み気流がスムーズにファン内部に導かれ、ブレード前
縁での乱れが低減される。したがって、ファン騒音を低減するとともに、ファン性能を向
上させることができる。
【０００７】
　また、本発明に係る遠心ファンは、ロータの中心部に形成されたファン吸込口に対し、
ベルマウス吸込口を経由して吸入チャンバの空気を案内するベルマウスを備えた遠心ファ
ンであって、前記ベルマウスには、吸入チャンバ内を流れる空気をベルマウス吸込口に案
内する気流ガイド部が、吸入チャンバ側の表面に形成されているものとしてもよい。この
ように、遠心ファンの吸入側に吸入チャンバが形成される場合においても、前述の場合と
同様にベルマウスの表面近傍を流れる吸込み気流がスムーズにファン内部に導かれ、ブレ
ード前縁での乱れが低減される。また、その結果、ファン騒音が低減し、ファン性能が向
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上する。したがって、遠心ファンの吸い込み側に狭い流路を形成する吸入チャンバが形成
されることの多い薄型空気調和機等においては、ベルマウスの表面近傍を流れる気流が増
大するので、気流ガイドによる騒音低減効果及びファン性能改善効果が顕著に発揮される
。
【０００８】
　また、前記気流ガイド部は、ベルマウスの表面に形成された複数のリブ又は溝からなり
、これらリブ又は溝は、径方向外周側からベルマウス吸込口に向かうとともに、遠心ファ
ンの回転方向に傾斜するように形成されているものが好ましい。ベルマウスは、家庭用空
気調和機程度の大きさのものでは、プラスチック製とされることが多い。したがって、こ
のようなリブや溝を設けることは比較的簡単に行われる。また、このように簡易に形成さ
れることにより、遠心ファンのベルマウスに適したリブや溝を形成することができる。ま
た、リブを形成する場合は、リブが強度部材として機能するので、ベルマウスの強度向上
に役に立つことができる。また、溝で形成する場合は、吸込み気流が受ける動圧の損失を
軽減することができるので、効率的に吸い込み気流をファン内部に導くことができる。
【０００９】
　また、前記気流ガイド部は、ベルマウス吸込口を形成する口金部の略先端まで形成され
ていることが好ましい。このように構成すると、吸込み気流をロータのファン吸込口まで
案内することができるので、吸込み気流の改善効果が大きくなり、遠心ファンの低騒音化
効果が大きくなる。
【００１０】
　また、複数のリブ又は溝は、不等ピッチで形成されていることが好ましい。等ピッチで
形成されている場合は、複数のブレードと複数のリブ又は溝とが、それぞれ一定周期で干
渉するため、干渉音が大きくなることがある。しかし、リブ又は溝を不等ピッチとするこ
とにより、干渉音の発生を緩和することができる。
【００１１】
　また、前記複数のリブ又は溝は、ベルマウスの表面上において円弧翼状に形成されてい
ることが好ましい。このように構成すると、ファン吸込口に流入する空気に対し予旋回を
与えることができるので、ファンの性能も改善され、遠心ファンの低騒音化効果も大きく
なる。
【００１２】
　また、本発明に係る空気調和機は、上記のように構成された遠心ファンを用いたもので
ある。したがって、静音性に優れた空気調和機とすることができる。
　また、この場合において、室内吸込口及び室内吹出口が開口されていないフラットなフ
ロントパネルを有するととともに、このフラットなフロントパネルの背面側に吸入チャン
バが形成され、さらに、この吸入チャンバにベルマウス吸込口が開口されるように形成さ
れていることが好ましい。ここで、フラットなフロントパネルとは、室内吸込口、室内吹
出口などを設けない平らな表面形状のデザインのフロントパネルのことをいう。そして、
このように構成すると、ファン吸込口を吸入チャンバに向けて取り付けることになるが、
その前面がフロントパネルで覆われているため、前面に漏れるファンの騒音が緩和される
。したがって、より一層静音性に優れた空気調和機とすることができる。なお、吸入チャ
ンバに連通する室内吸込口は、正面から目立たないようにフロントパネルの背面側に設け
ることができる。
【００１３】
　また、前記吸入チャンバは、前記フロントパネルの背面側に一定間隔を置いて配置され
た遠心ファンの吸込側と吹出側とを仕切る仕切板との間に形成された、フロントパネルの
背面略全域にわたって形成された奥行き方向の寸法が小さい扁平状のものであって、室内
吸込口はこの吸入チャンバの上下に形成されている。このようにすると、ベルマウスの表
面近傍を流れる空気吸込み気流がスムーズにファン内部に導かれ、ブレード前縁での乱れ
が低減される。そして、ファンの騒音が低減されるととともに、ファンの性能の向上が図
られる。したがって。吸入チャンバを薄くすることが可能となり、静穏化された薄型空気
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調和機を構成することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係る遠心ファンによれば、ベルマウスの表面近傍を流れる空気吸込み気流がス
ムーズにファン内部に導かれ、ブレード前縁での乱れが低減される。これにより、ファン
騒音を低減するとともに、ファン性能を向上させることができる。また、本発明に係る空
気調和機によれば、上記のごとき本発明に係る遠心ファンを用いるので、静穏化された薄
型の空気調和機を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　（実施の形態１）
　以下、本発明の実施の形態１に係る遠心ファン及びこれを用いた空気調和機について、
図１～図５に基づき説明する。
【００１６】
　図１は実施の形態１に係る空気調和機の分解斜視図であり、図２は同空気調和機の側断
面図であり、図３は同空気調和機の外観斜視図であり、図４は同空気調和機に用いられる
ベルマウスの単体の斜視図である。図５は同空気調和機に係わり、フロントパネルを外し
た状態の正面図であって、気流ガイド部のパターンを模式的に示したものである。なお、
図２及び図３における破線矢印は気流の流れ方向を示す。
【００１７】
　本実施の形態に係る空気調和機は、空気調整用機器を備えた空気調和機の一例を示すも
のであって、空気調整用機器を空気清浄フィルタとした床置型空気清浄機である。この空
気清浄機の筐体は、図１～図３に示すように、前面が開放された略箱型の本体筐体１と、
本体筐体１の前面に取り付けられている仕切板２と、さらにこの仕切板２の前面に取り付
けられているフロントパネル３などから構成されている。
【００１８】
　そして、本体筐体１の内部における正面から見た中央部には遠心ファン５が取り付けら
れ、さらに、この遠心ファン５の左右の径方向外側、すなわち吹出側には空気調整用機器
４としての空気清浄フィルタが取り付けられている。また、仕切板２の中央部にはベルマ
ウス６が取り付けられるとともに、仕切板２とフロントパネル３との間に吸入チャンバ７
が形成されている。さらに、吸入チャンバ７の上下に室内吸込口８ａ，８ｂが形成される
とともに、吸入チャンバ７内のベルマウス６の前方にはプレフィルタ９が取り付けられて
いる。
【００１９】
　本体筐体１は、上方大半部が薄型に形成された略箱型の薄型部１１に形成され、この薄
型部１１の下方部にはフロントパネル３の前面と略面一となる程度に前面を突出させた電
装品収納部１２が形成されている。この電装品収納部１２は、この空気調和機のベース部
材を兼ねている。また、電装品収納部１２において、前方への突出部の前面上部から上面
にかけての角部は、後述するフロントパネル３の下端部と仕切板２の下端部との間に形成
される室内吸込口８ｂに連なるように、側断面が曲面状の凹部１３に形成されている（図
２参照）。本体筐体１における薄型部１１の左右両側部の上下角部には段状部１４が形成
され、この上下の段状部１４間に後述する空気調整用機器４としての空気清浄フィルタが
収納されている（図１参照）。本体筐体１の薄型部１１の前面には内向きフランジ１６が
形成され、この内向きフランジ１６には仕切板２を取り付けるための複数のねじ孔１７が
形成されている（図１参照）。また、本体筐体１の空気調整用機器４の空気流出側に位置
する両側面には、清浄化された空気を室内へ吹き出すための室内吹出口１８がそれぞれ形
成されている。
【００２０】
　仕切板２は、平板状であって、その周辺部には本体筐体１の前面の内向きフランジ１６
にねじ止めするためのねじ貫通用の複数の貫通孔２１が設けられている。そして、仕切板
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２は、貫通孔２１を介してねじ（図示せず）により本体筐体１の前面の内向きフランジ１
６に着脱自在にねじ止めされている（図１参照）。したがって、仕切板２は、フロントパ
ネル３を取り外したときの空気調整用機器４の収納スペースの前面側の開閉壁を兼用する
。また、仕切板２の中央部には、四角孔２３が形成され、その周辺が１段背面側に下げら
れた段部２４に形成されている（図２参照）。そして、この段部２４に後述するベルマウ
ス６が取り付けられている。
【００２１】
　フロントパネル３は、フラットな正面板３１を備え、この正面板３１の左右両側を後方
に折り曲げて折曲片３２を形成し、この折曲片３２の寸法を適切に設定することにより、
フロントパネル３と仕切板２との間全体に狭い間隔の吸入チャンバ７を形成するように構
成されている。また、フロントパネル３は、本体筐体１又は仕切板２に対し、図示しない
適宜の手段により着脱自在に取り付けられている。
【００２２】
　空気調整用機器４としての空気清浄フィルタは、本体筐体１の左右側方に取り付けられ
ている。この空気清浄フィルタは、本発明における空気調整用機器の一例であって、流通
する空気中の浮遊汚染粒子、ガス状汚染物質などの汚染物を除去して空気を清浄化する機
能を備えたフィルタ部材又は機器である。また、この空気清浄フィルタは、図面にはその
詳細を記載していないが、従来公知のようなものでよい。例えば、後述する遠心ファン５
の吹出側に、バイオ抗体の力で空気中に浮遊するウイルスを素早く吸着するバイオ抗体フ
ィルタを設け、その下流側にプラズマイオン化部で埃や花粉をプラスに帯電させ、マイナ
スに帯電したフィルタでこれら埃や花粉を吸着する静電集塵フィルタを配置する。そして
、この静電集塵フィルタの下流側に、臭気成分を分解するとともに、カビ菌やウイルスを
吸着する光触媒アパタイトフィルタなどの脱臭フィルタを配置したものとする。このよう
な構成の空気清浄フィルタは、その外周形状が収納スペースの形状に合致するような直方
体状に形成されたものであって、左右のものが略同一形状に形成されている。また、この
空気清浄フィルタは、後述するフロントパネル３及び仕切板２を外した状態において、本
体筐体１の前面側から着脱自在に取り付けられている。
【００２３】
　遠心ファン５は、この実施の形態においてはターボファンが用いられている。この遠心
ファン５は、ブレード５７を備えたロータ５１の回転軸５２を前後方向にするとともに、
シュラウド５４により形成されるファン吸込口５３を前面側にして配置されている。また
、ファンモータ５５が本体筐体１の背板に取り付けられている。さらに、遠心ファン５の
ハブの中央部分には前方に膨出させた膨出部５６が形成されている。そして、この膨出部
５６内にファンモータ５５が配置されている（図２参照）。なお、前述の空気調整用機器
４としての空気清浄フィルタの取付位置は、この遠心ファン５のロータ５１の径方向外側
、すなわち、左右の吹出側となっている（図１参照）。また、遠心ファン５は、図１及び
図５における実線矢印Ｒ、並びに図４における２点鎖線矢印Ｒの方向に回転するように構
成されている。
【００２４】
　ベルマウス６は、正面視略正四角形の板状部材の中心部に、背面側へ立ち上げられたベ
ルマウス吸込口６１を備えたものであって、仕切板２の段部２４に周辺部が固定されるよ
うに取り付けられている。その固定手段としては、接着、ねじ止めなどの適宜の手段が用
いられている。また、このようにして取り付けられることにより、ベルマウス吸込口６１
は、遠心ファン５のファン吸込口５３に対応する同心位置に取り付けられている。また、
ベルマウス６は、吸入チャンバ７側の表面に、図１，図４及び図５に示すように、遠心フ
ァン５のロータ５１の回転方向Ｒに合わせて気流をベルマウス吸込口６１に案内する気流
ガイド部６２が形成されている。この気流ガイド部６２は、ベルマウス６の表面にリブが
立ち上げられて形成されている。また、気流ガイド部６２を構成するリブは、正面視、遠
心ファン５のロータ５１を形成するブレード５７のように円弧翼状として形成されるとと
もに、その中心側の先端はベルマウス吸込口６１を形成する口金部の略先端６１ａまで形
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成されている。また、気流ガイド部６２を構成するリブは、径方向外側は図１，図４，及
び図５に示した２点鎖線の枠６３内に形成されている。この２点鎖線の枠６３の外側のス
ペースは、ベルマウス６を段部２４に取り付けるときに必要なスペースを意味するもので
あって、現物には存在しないものである。
【００２５】
　吸入チャンバ７は、前述のようにフロントパネル３と仕切板２との間に形成されている
。すなわち、本体筐体１の前面は、仕切板２とベルマウス６とで閉塞されている。また、
遠心ファン５のファン吸込口５３がフロントパネル３と仕切板２との間に向けられている
。さらに、フロントパネル３と仕切板２との間に連通するように室内吸込口８ａ，８ｂが
設けられている。これにより、仕切板２の内側に遠心ファン５の吹出側が形成され、フロ
ントパネル３と仕切板２との間が遠心ファン５の吸込側となる。このようにして、フロン
トパネル３と仕切板２との間が吸入チャンバ７として形成されている。
【００２６】
　室内吸込口８ａ，８ｂは、上記のように構成される吸入チャンバ７に連通するように形
成されたものであって、フロントパネル３の上端部と仕切板２の上端部との間、及びフロ
ントパネル３の下端部と仕切板２の下端部との間にそれぞれスリット状に形成されている
。また、このように構成された室内吸込口８ａ，８ｂは、前述の室内吹出口１８とは取付
方向が９０度相違する方向となっている。
【００２７】
　プレフィルタ９は、吸入チャンバ７内において、ベルマウス６を前面から覆うように取
り付けられたものであって、前面側に向けて突形状を成している。より具体的には、プレ
フィルタ９は、高さ方向の略中央において折り曲げられ、側面視略Ｖ字状を形成している
。このプレフィルタ９は、高さ方向寸法が、ベルマウス６が中に入る程度の大きさに形成
され、また、横方向寸法が吸入チャンバ７内における吸込流路の横方向寸法と略同一に形
成されている。このプレフィルタ９は、カテキン含有のろ過式フィルタであって、空気を
濾過させることにより、大きな埃やペットの毛などを捕集するとともに、埃などに付着し
ている細菌やカビ成分を除菌する機能を備えている。
【００２８】
　次に、本実施の形態に係る遠心ファンを用いた空気調和機の運転について説明する。
　図示しない運転スイッチが投入されることにより、ファンモータ５５が運転されて遠心
ファン５が運転されるとともに、電源を必要とする静電集塵フィルタなどを備えた空気清
浄フィルタが作動する。これにより、フロントパネル３の上端部と仕切板２の上端部との
間にスリット状に形成された室内吸込口８ａを介して室内空気が吸い込まれる。また、室
内空気は、本体筐体１の電装品収納部１２の前面に形成された凹部１３から、フロントパ
ネル３の下端部と仕切板２の下端部との間にスリット状に形成された室内吸込口８ｂを介
しても吸い込まれる。このように両室内吸込口８ａ，８ｂから吸入された室内空気は、フ
ロントパネル３と仕切板２との間に形成された吸入チャンバ７に入る。
【００２９】
　両室内吸込口８ａ，８ｂから吸入チャンバ７に流入した空気は、例えば図２に示すよう
に、側面視Ｖ字状に折り曲げられたプレフィルタ９で大きな埃やペットの毛などが捕集さ
れ、カテキン成分により埃などに付着した細菌やカビ菌が除去される。また、プレフィル
タ９は、高さ方向の略中央において折り曲げ、側面視略Ｖ字状に折り曲げられた形状に形
成されているので、有効な気流通過面積が大きくなる。したがって、プレフィルタ９の気
流通過風速が小さくなり、プレフィルタ９における通風抵抗が低減される。また、このプ
レフィルタ９は、左右方向寸法が吸入チャンバ７の気流流路と略同一に形成されているの
で、上下の室内吸込口８ａ，８ｂから吸入された室内空気が略全てプレフィルタ９を通過
する。さらに、プレフィルタ９は、遠心ファン５の吸込み気流を整流する効果を有するの
で、遠心ファンの吸込み抵抗の低減及びこれに伴う遠心ファンの騒音低下に寄与すること
ができる。
【００３０】
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　また、吸入チャンバ７を流れる気流は、ベルマウス６の表面に形成された気流ガイド部
６２により、ロータ５１の回転方向Ｒに合わせて気流をロータ５１の内部にスム－ズに導
くように案内される。このため、ブレード５７の前縁の気流の乱れが緩和され、ファン性
能が改善されるとともに、騒音が低減される。特に、この実施例の場合には、気流ガイド
部６２を構成するリブが正面から見て、ブレード５７のように円弧翼状とされているので
、ファン吸込口５３に流入する気流に対し予旋回を与えることができる。これにより、フ
ァン性能の改善が大きくなり、騒音低減効果も大きくなる。また、このような気流ガイド
部６２は、ベルマウス６の吸入チャンバ側外表面近傍を流れる気流に対して有効に作用す
る。したがって、吸入チャンバ７を薄くすることが可能となるので、空気調和機を薄型す
る上で使い勝手がよい。
【００３１】
　そして、ファン吸込口５３から吸入された空気は、遠心ファン５で昇圧されて、ロータ
５１の径方向外側、すなわち、吹出側に吹き出される。遠心ファン５から径方向に吹き出
された空気は、本体筐体１内において左右の空気調整用機器４としての空気清浄フィルタ
に送られる。そして、空気清浄フィルタに送られた室内空気は、バイオ抗体フィルタで浮
遊するウイルスが吸着され、静電集塵部で埃や花粉がプラスに帯電されてマイナスに帯電
されたフィルタに吸着される。さらに、脱臭フィルタで臭い成分が分解されるとともに、
細菌やカビ菌が吸着されて臭いが除去され、清浄化された空気となる。
【００３２】
　空気清浄フィルタで清浄化された空気は、空気調整用機器４の下流側に位置する本体筐
体１の左右各側部に形成された室内吹出口１８から室内に吹き出される。この場合におい
て、室内吸込口８ａ，８ｂは、フロントパネル３と仕切板２との間隔周辺のうちの上下２
辺に形成されているので、室内吸込口８ａ，８ｂと室内吹出口１８との間のショートサー
キットが回避される。
【００３３】
　また上記のように構成された空気調和機では、フロントパネル３と仕切板２との間全体
が吸入チャンバ７として形成されるとともに、室内吸込口８ａ，８ｂがフロントパネルの
背面側に設けられ、さらに、室内吹出口１８が本体筐体１の左右側部に設けられているの
で、フロントパネル３が完全にフラット化されている。したがって、前面に向いているフ
ァン吸込口５３がこのフラットなフロントパネル３で覆われており、前面に漏れるファン
の騒音が低減される。また、フロントパネル３がフラットになっているため、フロントパ
ネル３の清掃が楽になり、メンテナンス性が向上する。
【００３４】
　以上のように形成された空気清浄機は床置き型として壁面に沿って使用される。一般的
な利用形態は、空調する部屋の一壁面の略中央部に沿って配置されているような場合であ
る。この場合には、空気調整用機器４を通過して調整された空気が壁面に左右方向に壁面
沿って吹き出され、空気調和機の正面から室内空気を吸い込む室内循環気流が形成される
。したがって、このような設置の場合には、室内の全体が空気が効率よく清浄化される。
【００３５】
　本実施の形態に係る遠心ファンによれば、次のような効果を奏することができる。
　（１）ベルマウス６の表面近傍を流れる吸込み気流が、気流ガイド部６２の作用により
スムーズに遠心ファン５の内部に導かれ、ブレード５７前縁での乱れが低減される。した
がって、ファン騒音を低減するとともに、ファン性能を向上させることができる。
【００３６】
　（２）吸い込み気流の流路が狭い吸入チャンバ７から室内空気を吸入するように構成さ
れた薄型空気調和機等においては、ベルマウス６の表面近傍を流れる気流の割合が増大す
るので、このように構成された遠心ファンが好適である。
【００３７】
　（３）気流ガイド部６２がベルマウス６の表面に形成された複数のリブからなり、これ
らリブは、径方向外周側からベルマウス吸込口６１に向かうとともに、遠心ファン５の回
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転方向Ｒに傾斜するように形成されている。このようなリブは、樹脂成型によりベルマウ
ス６に対し容易に一体成型することができる。また、このリブは、ベルマウス６の強度部
材として機能する。
【００３８】
　（４）また、これら複数のリブは、ベルマウス６の表面上において円弧翼状に形成され
ているので、ファン吸込口５３に流入する空気に対し予旋回を与えることができる。これ
により、ファンの性能が改善され、遠心ファンの低騒音化効果も大きくなる。
【００３９】
　（５）また、気流ガイド部６２は、ベルマウス吸込口６１を形成する口金部の略先端６
１ａまで形成されている。したがって、吸込み気流がロータ５１のファン吸込口５３まで
案内されるので、吸込み気流の改善効果が大きくなり、遠心ファン５の低騒音化効果が大
きくなる。
【００４０】
　また、本実施の形態に係る空気調和機は、次のような効果を奏することができる。
　（６）本実施の形態に係る空気調和機は、上記のように効果を奏する遠心ファン５を用
いたものであるので、静音性に優れている。
【００４１】
　（７）本実施の形態に係る空気調和機は、ファン吸込口５３が吸入チャンバ７に開口す
るように配置されているが、ファン吸込口５３がフロントパネル３で覆われているため、
前面に漏れるファンの騒音が緩和される。
【００４２】
　（８）ベルマウス６の表面近傍を流れる空気吸込み気流がスムーズに遠心ファン５内部
に導かれることにより、ファン騒音が低減されるととともに、ファン性能の向上が図れる
。したがって。吸入チャンバ７を薄くすることが可能となり、静穏化された薄型空気調和
機を構成することができる。
【００４３】
　（９）遠心ファン５の吹出側に空気調整用機器４としての空気清浄フィルタが配置され
ているため、空気清浄フィルタによる吸音効果や遮音効果が発揮され、空気調和機の低騒
音化が図れる。
【００４４】
　（１０）空気調整用機器４と遠心ファン５とが平面的に配置されており、従来の一般の
製品のように前後方向に並べて配置されていないので本体筐体１の奥行き寸法を小さくし
て薄型にすることができる。
【００４５】
　（１１）本体筐体１内の遠心ファン５の径方向吹出側に空気調整用機器４が配置される
とともに、この空気調整用機器４の下流側であって室内吸込口８ａ，８ｂと略直交する方
向に室内吹出口１８が配置されている。したがって、室内吸込口８ａ，８ｂと室内吹出口
１８とは異なる方向に形成されることになるので、室内吸込口８ａ，８ｂと室内吹出口１
８との間のショートサーキットが防止される。
【００４６】
　（１２）プレフィルタ９は、高さ方向の略中央において折り曲げ、側面視略Ｖ字状に折
り曲げられた形状に形成されているので、有効な気流通過面積を大きくすることができる
。したがって、プレフィルタ９の気流通過風速が小さくなり、プレフィルタ９の通風抵抗
の低減効果を確保することができる。この結果、機内抵抗を小さくすることができるとと
もに、機器の省エネ効果を向上させることができる。
【００４７】
　(実施の形態２)
　次に、実施の形態２について、図６に基づき説明する。図６は、実施の形態２の空気調
和機に係わり、フロントパネルを外した状態の正面図であって、気流ガイド部のパターン
を模式的に示したものである。
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【００４８】
　実施の形態２は、図６に示すように、気流ガイド部６２を他の例に変更した示したもの
である。この実施の形態に係る気流ガイド部６２は、気流ガイド部６２を構成するリブを
、遠心ファン５の回転方向に傾斜させながら、径方向外周側からベルマウス吸込口６１に
向かうように形成したものである。この実施の形態のものは、実施の形態１のようにリブ
が円弧状に形成されていないので予旋回を与えることはできないが、ベルマウス６の表面
に沿って流動する気流をファン吸込口５３からロータ５１内部に案内する作用により、ブ
レード５７前縁部における乱れを緩和することができる。また、この実施の形態の場合は
、リブが直線状に形成されているので、製作が容易である。
【００４９】
　（実施の形態３）
　次に、実施の形態３について、図７に基づき説明する。図７は、実施の形態３の空気調
和機に係わり、フロントパネルを外した状態の正面図であって、気流ガイド部のパターン
を模式的に示したものである。
【００５０】
　実施の形態３は、図７に示すように、実施の形態１において等ピッチで形成されていた
円弧翼状のリブを、不等ピッチに形成したものである。遠心ファン５のロータ５１を構成
するブレード５７は、等ピッチで形成されていることが多い。この場合において、実施の
形態１のように気流ガイド部６２のリブが等ピッチで形成されている場合には、ブレード
５７と気流ガイド部６２を構成するリブとの干渉が一定周期で発生し、ブレード５７とリ
ブとの干渉音が一定周期で繰り返される。このため、場合によっては、ブレード５７と気
流ガイド部６２のリブとの干渉音が大きくなることがある。本実施の形態は、気流ガイド
部６２のリブのピッチを不等ピッチとすることにより、一定周期で発生するブレード５７
と気流ガイド部６２のリブとの干渉を回避したものであり、これにより干渉音の発生を緩
和するものである。
【００５１】
　(変形例)
　以下に上記実施の形態に係る空気調和機の変形例を記す。
　（１）上記実施の形態においては、気流ガイド部６２を複数のリブで形成したが、この
リブに代えて、ベルマウス６の板圧を大きくし、ベルマウス６の表面部に凹溝を形成する
ようにしてもよい。このように凹溝を形成した場合は、吸込み気流が受ける動圧の損失を
軽減することができるので、効率的に吸い込み気流をファン内部に導くことができる。
【００５２】
　（２）上記実施の形態には、遠心ファン５の吸い込み側に吸入チャンバ７が形成されて
いるが、吸入チャンバ７が形成されていない空気調和機であってもよい。このような空気
調和機としては、例えば、室内吸込口がベルマウス６の前面側に対向して形成されている
ような場合である。
【００５３】
　（３）上記実施の形態においては、室内吸込口８ａ，８ｂがフロントパネル３と仕切板
２との間の上下の２辺に形成されるとともに、室内吹出口１８が本体筐体１の左右側面に
設けられていたが、室内吸込口８ａ，８ｂ及び室内吹出口１８の位置を９０度位置変更し
て形成したものとしてもよい。具体的には、例えば、室内吸込口８ａ，８ｂをフロントパ
ネル３と仕切板２との間の左右の２辺に形成するとともに、室内吹出口１８を本体筐体１
の上下面に形成したものとしてもよい。なお、この場合、実施の形態１に係るプレフィル
タ９は、正面から見て９０度回転させた状態で取り付けられる。
【００５４】
　（４）上記実施の形態においては、空気調整用機器４を空気清浄フィルタとした所謂空
気清浄機を例に挙げて説明していたが、他の空気調和機として構成してもよい。例えば、
この空気清浄フィルタに代わって冷暖房用の熱交換器を用いた空気調和機の室内ユニット
として構成することができる。
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【００５５】
　（５）前記実施の形態に係る空気調和機は、床置形として記載しているが、壁掛型の空
気調和機とすることもできる。この場合には、本体筐体１の下方の電装品収納部１２の奥
行き寸法を薄型部１１と同一にして、あるいは、電装品収納部１２を他の位置に移動して
、フロントパネル３の下端部と仕切板２との下端部との間に形成される室内吸込口８ｂを
下面に露出するように形成すればよい。また、本空気調和機の高さ方向を水平方向として
薄型の天井吊型空気調和機としてもよい。これら壁掛型及び天井吊型空気調和機において
も、薄型となることにより部屋に設置された場合の圧迫感を緩和することができる。
【００５６】
　（６）上記実施の形態においては、空気調整用機器４である空気清浄フィルタとしては
、静電集塵フィルタと脱臭フィルタの双方を備えていたが、何れか一方のフィルタを備え
たものでもよい。また、静電集塵フィルタに代えてＨＥＰＡフィルタなどの他の形式の集
塵フィルタにしてもよいことは勿論である。
【００５７】
　（７）遠心ファン５は、ターボファンに拘るものではなく、ターボファンに代えてラジ
アルファンを用いるようにしてもよい。遠心ファン５をラジアルファンとすると、遠心フ
ァン５からの吹出気流は、周方向の成分が少ない気流となるので、気流が空気調整用機器
４に入るときの乱れが小さくなる。この結果、気流の通過抵抗が小さくなるとともに騒音
が小さくなる。すなわち、機器の省エネ化及び低騒音化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本発明の実施の形態１に係る空気調和機の分解斜視図である。
【図２】同空気調和機の側断面図である。
【図３】同空気調和機の外観斜視図である。
【図４】同空気調和機に用いられるベルマウスの斜視図である。
【図５】同空気調和機に係わり、フロントパネルを外した状態の正面図であって、気流ガ
イド部のパターンを模式的に示したものである。
【図６】本発明の実施の形態２の空気調和機に係わり、フロントパネルを外した状態の正
面図であって、気流ガイド部のパターンを模式的に示したものである。
【図７】本発明の実施の形態３の空気調和機に係わり、フロントパネルを外した状態の正
面図であって、気流ガイド部のパターンを模式的に示したものである。
【図８】従来例に係る遠心ファンを用いた空気調和機の平断面図である。
【符号の説明】
【００５９】
　Ｒ…回転方向、２…仕切板、３…フロントパネル、５…遠心ファン、６…ベルマウス、
７…吸入チャンバ、８ａ，８ｂ…室内吸込口、１８…室内吹出口、５１…ロータ、５３…
ファン吸込口、６１…ベルマウス吸込口、６１ａ…（口金の）先端、６２…気流ガイド部
。
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